
中学校第３学年 理科 学習指導案 

期 日 平成 27年 10月 16日（金）第２，５校時 

場 所 合志市立合志中学校 ３階３年理科室   

指導者 教諭  一安 恵            

１ 単元名 

  「単元２ 生命の連続性 ２章 遺伝の規則性と遺伝子（終章 学んだことを活かそう）」（大日本図書 ｐ101～ｐ102） 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

近年，遺伝子やＤＮＡに関する研究はめざましく発展し，農業・食料・医療・環境など，様々な分野

でその成果の活用が進みつつある。私たちのからだをつくり，その情報を伝えるＤＮＡは，極めて大切

なものであり，その研究成果が急速に利用されるようになってきている。その反面，遺伝子やＤＮＡに

関する技術の活用においては，環境保護，食の安全性，生命の尊重など，様々な観点で広く議論してい

かなければならない。 

本単元は，有性生殖では，親と異なる遺伝子の組み合わせをもつ子が生じることを，遺伝の規則性と

関連づけてとらえさせ，無性生殖では，親の遺伝子をそのまま受け継ぎ，親と同じ形質が現れることを

理解させることが主なねらいである。さらに，遺伝子は不変ではなく変化すること，遺伝子の本体がＤ

ＮＡであることを理解させることも重要である。 

学習を通して，遺伝子やＤＮＡの研究が，日常生活や社会にかかわる多くの分野で利用されるように

なってきていることに気付き，自分で考えてそれらの技術を活用したり，生命を尊重する態度を育てた

りすることに繋がると考える。 

(2) 系統観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 児童（生徒）観 

○本学級は，男子２１名，女子１４名，計３５名である。 

○熊本県学力調査の結果から，観点・領域・知識活用全てにおいて，わずかであるが県平均を上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５学年 

・植物の発芽， 
成長，結実 

 
・動物の誕生 

４月当初のアンケートの項目 はい（％） いいえ（％） 
①生活に根ざした学習内容には興味があるか？ ７２．７ ２７．３ 
②既習内容を，実際に生活に活用することができているか？ ３９．４ ６０．６ 
③未習内容について，今までの知識や技術を活かして，言葉で表現する

ことをするか？ 
１８．２ ８１．８ 

④未習内容について，今までの知識や技術を活かして，図で表現するこ

とをするか？ 
３３．３ ６６．７ 

⑤【既習】エネルギー利用の効率についてのレポートについては？ 
（学習内容のまとめ，効率よく利用する技術を調べて記入する， 
 自分なりの考えを踏まえてる） 

２１．９ ７８．１ 

第１学年 

・花のつくりと 
はたらき 

第２学年 

・生物と細胞 
・生物の変遷と進化 

第３学年 
単元２「生命の連続性」 

１章「生物の成長とふえ方」 

２章「遺伝の規則性と遺伝子」 
終章「学んだことを活かそう」 

第３学年 

・花のつくりと 
はたらき 



○さらに，生活に根ざした学習内容に興味がある反面，「既習内容を実際に生活に活用することができ

ているか？」との問いに対して，はいと答えた生徒はわずか４０％にとどまっている。活用する例も，

「天気予報を見る」「マッチが擦れる」など，活用すると言えるほどのものではない。さらに，未習

内容について，言葉や図で表現することに抵抗を感じている生徒が非常に多く，自律的に活動する力

の習得までには至っていない。 

○実験の操作の根拠に基づいて操作するのではなく，単に知識として習得するのみにとどまっている。 

 

(4) 指導観 

○本単元の内容は，実際に観察を行ってもよい結果が得られなかったり，操作の根拠を理解していない

まま観察を行ったりすることが多いため，できるだけ操作の根拠を提示したり，手元の操作を提示装

置で見せたりする。また，目的の観察実験を行うと同時に，固定してあるプレパラートや映像等の視

覚的な資料に触れる機会を設けることで，確かな資料の見方を養う。 

○遺伝の仕組みを理解させる際には，主体的に取り組むことができるように，個人用の遺伝子カードを

用意して動かすことができるようにする。また，シミュレーションソフト等を用いて，実際に観察す

ることが困難な流れのイメージ化を図る。 

○日常生活に結び付けるために，遺伝子やＤＮＡの最新の技術について紹介し，身近な遺伝子技術につ

いてレポートを書いたり，身近な食物からＤＮＡを採取したりすることで，より深い興味を引き出す。 

○生徒一人一人が自律的に活動するために，生徒が課題に対して自分の意志で考え，同じ視点で実験を

行う友人と一緒に実験計画を立てて実験を行うようにする。また，実験結果を基に，再検討する際に

は，その根拠を明確に提示させ，既習内容や実験スキルをどのように活用していくかを生徒に思考さ

せる場面を意図的に設ける。 

○生徒一人一人が自律的に活動するために，班別の活動だけでなく，個人の予想に基づいてグルーピン

グして思考を深めさせる。 

 

◇インクルーシブ教育の視点から 

【基礎的環境整備】 
・一人一人が役割を持ち，見通しが持てるように，実験計画の際に役割分担をしたり，ワークシー

トに学習の課題をしっかりと明示したりする。 

【合理的配慮】 

 （省略） 

 

 

 

 

  
    い 
【視点１】当事者意識を持っ

た「活用型ミッション課題」

の研究 
・学習課題に対する予想を基

に，班編制を行い，実験計画

を考えさせる。 
・生徒の興味を高める学習課

題を設定する。 
・課題に対して，班員の意見

を集約し，根拠を基にした実

験計画を明示させる。 

【視点１】学びを引き出す 
豊かなかかわり合いのある 

言語活動 

【視点２】学びを振り返る 
思考過程の可視化と学びの振り返り 

【視点２】課題解決に向けた「計

画とその修正・改善」の研究 
・生徒自ら考えた実験計画を基に，

結果を分析する活動を通して，課

題を達成するために再検討を行

う。根拠に基づく思考の流れを班

用のワークシートに書き加えさ

せ，思考の流れを明確にする。 
・他の班の結果を総合的に考察し，

結果を分析する活動を全体で共有

することで，さらに学びを振り返

らせる。 

【視点３】「効果的なＩＣＴ

の活用」の研究 
・実験手順の詳細をビデオで

紹介して、力の加減や操作の

コツをつかみやすくする。 
・タイムリーに実験結果を比

較するために、効果的に ICT
機器（ビデオ，ipad，提示装

置等）を用途に応じて，使い

分ける。 

【視点３】学びを支える 
学びのユニバーサルデザイ

ン化と効果的な ICT の活用 



３ 単元の目標と評価規準（参考：国立教育政策研究所作成「評価規準の設定例」） 

単元の目標 ・生物が殖えていくときに親の形質が子に伝わることを見いだす。 
・交配実験の結果などに基づいて，親の形質が子に伝わるときの規則性を見い

だす。 
自然事象への関心・意欲

・態度 

①遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しよう

とするとともに，生命を尊重しようとしている。 

科学的な思考・表

現 

①遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象の中に問題を見いだし，交配実験

の結果等に基づいて，親の形質が子に伝わる時の規則性などについて，自ら考

えを導き，表現している。 

観察・実験の技能 ①遺伝子に関する観察，実験の基本操作を習得している。 

自然事象について

の知識・理解 

①染色体にある遺伝子を介して親から子へ形質が伝わること，分離の法則などの基

本的な概念や規則性を理解し，知識を身に付けている。 
 

４ 指導・評価の計画（９時間取扱い 本時８，９／９） 

次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

【３つの視点から】 
評価の観点（評価方法） 

Ｂ基準 

１  
 

 

１ 

 

○遺伝によって親

から子，子から孫

に形質が伝わって

いくことに興味・

関心を持ち，遺伝

の規則性を意欲的

に調べる。 

・赤と白の純系の花を交雑した時の子，孫の形

質の現れ方に注目させる。 

【視点１】子の代で赤い花のみ，孫の代で白い

花も出現することに注目させ，子の代では「白

い形質にするもの」が無くなったのか班で話し

合わせる。 

【視点２，３】班で話し合った内容を図で示さ

せる。 

関心・意欲・態度①（ワー

クシート） 

交雑した場合の遺伝の結果

から，形質の現れ方に興味

を持って自分の考えを書い

ている。 

 

 

 

２ 

○メンデルが発見

した遺伝の規則性

を理解し，モデル

カードをもとに，

親から子への形質

の伝わり方を理解

する。 

・「対になっている形質を伝えるもの＝遺伝子」

であることを押さえる。 

【視点３】遺伝子を記号カードで表し，親から

子への遺伝子の伝わり方を可視化する。 

【視点２，３】減数分裂時や交雑時の遺伝子型

を記号カードの動きを提示装置下で動かして理

解させる。 

知識・理解①（行動観察，

ワークシート） 

子の持つ遺伝子の組み合わ

せ，その時の形質について

説明することができる。 

 

 

 

３ 

○子の代の遺伝子

の組み合わせから

孫の代の遺伝子の

組み合わせを考え

，遺伝子の組み合

わせと形質の現れ

方の関係について

考察する。 

・遺伝子型と形質の現れ方のきまりに注目させ

る。 

【視点１】子や孫の形質の現れ方から，子の代

に失われたように見えた親の形質が，どのよう

に伝わるか話し合わせる。 

【視点２，３】班用の大きめの記号カードを用

意し，考えを班員で共有できるようにする。 

思考・表現①（発言，ワー

クシート） 

遺伝子の組み合わせと形質

の現れ方の関係について推

測している。 

２  
 

４ 

○細胞内の核，染

色体，遺伝子の本

体がＤＮＡである

ことを理解する。 

・細胞内における染色体やＤＮＡの構造につい

て押さえる。 

【視点３】細胞の構造を図示して押さえる。 

【視点３】細胞の構造，染色体，ＤＮＡの構造

を分かりやすく提示装置で示す。特に，ＤＮＡ

の構造については，二重らせんだけでなく，大

変長いことを説明する。 

知識・理解①（ワークシー

ト） 

細胞内の構造や遺伝子の本

体がＤＮＡであることが図

示して書ける。 



 

５ 
○現在の遺伝子や

ＤＮＡに関する研

究成果の利用につ

いて知る。 

・近年遺伝子やＤＮＡの研究が飛躍的に進歩し

ていることを押さえる。 
【視点２，３】より多くの研究例を，動画や写

真で分かりやすく見せる。 

関心・意欲・態度①（ワー

クシート） 

授業で出てきた，遺伝子研

究について例を挙げて書く

ことができる。 

６ 

○遺伝子やＤＮＡ

技術が生活に利用

されていることを

意欲的に調べよう

とする。 

・レポートに自分の考えをふまえてまとめさせ

る。 

【視点１】一人一人まとめてきたことを班で共

有させる。 

【視点２，３】良いレポートをプロジェクター

に映して，より視覚的に分かりやすくする。 

関心・意欲・態度①（レポ

ート） 

遺伝子やＤＮＡ技術が生活

に利用されていることを意

欲的に調べようとしている

。 

３  
 

７ 

○２０ｇのブロッ

コリーからより多

くのＤＮＡを取り

出すための方法を

考える。 

・操作の根拠を明確にし，より効果的な操作の

手段を考えさせる。 

【視点１】採取する資料の部位や操作の根拠に

ついて既習内容や基本操作を基に考えさせ，共

通する考えのメンバーで班編成し，実験計画を

立てさせる。 

【視点２】班員の誰でもどの操作も行うことが

できるように，実験手順や役割，操作の根拠と

予想される結果を図示や言葉で記入させる。 

【視点２】身近な食材を活用し，学習内容が身

近であることを意識させる。 

思考・表現①（発言，ワー

クシート） 

各操作の意図と既習内容や

実験観察の基本操作とを関

連させ，各操作のコツを記

入している。 

８ 

 

 

○２０ｇの資料か

ら実験計画をもと

に，より多くのＤ

ＮＡを取り出す。 

・実験計画を基に，操作の根拠を意識させなが

ら実験を行わせる。 

・実験結果を分析するときに，根拠と結果を照

らし合わせ，再計画させる。 

【視点１，２】自律的に実験を行うように，実

験計画をもとに，資料や器具の準備を役割分担

しながら準備させる。 

【視点３】実験の手順と操作の根拠を掲示して

おく。 

【視点１】それぞれの考えを出し合わせ，より

良い方法と根拠を考えさせる。 

【視点２】思考の流れがわかるように，班の実

験計画書の記録は消さないようにし，色ペンで

加えていくようにする。 

技能①（行動観察，ワーク

シート） 

各操作の根拠を理解し，よ

り効果的な方法を意識して

操作しようとする。 

９(

本
時
９
／1

0

 

○再度考えた根拠

に基づき，再実験

し，より大量のＤ

ＮＡを取り出す。 

・再計画に基づき実験を行わせる。 

【視点３】それぞれの根拠や変更点が班員全員

が分かるように，蛍光ペンでチェックさせる。 

【視点１】変更点を意識して実験できるように

，技能思考リーダーを中心に，指示をしたり，

相談したりしながら進めさせる。 

思考・表現①（ワークシー

ト，班用ワークシート，発

言） 
根拠に基づき，変更した点

とそのまま実行する点を意

識して，操作している。 

９
（
本
時
１
０
／
１
０

 ○多くのＤＮＡを

取り出すための方

法を共有する。 

・実験結果から，各班の操作の根拠と結果を共

有し，よりよい方法を確認させる。 

【視点２】結果と根拠を関連付けて，理論的に

結論を書かせる。 

【視点３】各班の結果をプロジェクターで映し

て，他の班の結果と根拠を知り，自班の改善に

役立てさせる。 

関心・意欲①（行動観察，

ワークシート） 

結果とその根拠を基に，本

実験から分かったことを自

分の言葉で書こうとする。 



５ 本時の学習（７／１０） 
（１） 目標 

各操作の意図と既習内容や実験観察の基本操作とを関連させ，各操作のコツを記入している。 

（２） 展開 
過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
７分 
 

 

 

展開 

38分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

５分 

１ 身近な食材からＤＮＡ

を抽出する実験方法を知

る。また，各操作の意図

を知る。 

 

 

２ ＤＮＡ抽出の演示実験

ビデオを見る。 

 

 

 

３ 本時の学習課題を把握

する。 

 

 

 

 

４ より多くのＤＮＡを取

り出すために，各操作で

，どのように工夫したら

よいか書く。 

 

 

５ 各操作の工夫について

班で練り上げ，実験計画

書を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次時の内容を把握する。 

○ＤＮＡの研究が身近なものに感じることができるよう

に，普段よく口にする食材を使用する。 

○ＤＮＡを抽出するために，細胞におけるＤＮＡの位置

や各操作の意図を理解させる。 

 

 
○実際の実験を見て，各操作の意図を理解させ，実験手

順の見通しを持たせる。 
○各操作の意図とポイントを提示しておく。 
 
 
【視点２】身近な食材を活用し，学習内容が身近である

ことを意識させる。 
 
 
○それぞれの操作の意図を提示しておく。 
 
○既習内容や既習の操作について思い出せるように，１

年～３年の教科書を持ってこさせておく。 
 
 
 
【視点１】採取する資料の部位や操作のコツについて，

既習内容や基本操作を基に考えさせ，共通する考えのメ

ンバーで班編成し，実験計画を立てさせる。 

 

Ａ基準 Ｂ基準に加え，各操作の根拠をベースに，既習内

容や実験観察の基本操作と関連させて記入することがで

きる。 

〈Ｂ基準に達していない児童（生徒）への手立て〉 
○DNA の位置（細胞内の）を図で確認させたり，グルー

プ内の友達が説明を加える。 
○各操作や準備の役割分担をして，操作の図を記入する。 

【視点２】班員の誰でもどの操作も行うことができるよ

うに，操作の根拠と予想される結果を図示・言葉で記入

させる。 

 

○各操作に関連があるページを復習させておく。 

○実験日，準備物，役割分担を確認させる。 

 

 

手順チャ

ート 

実物投影

機，ＰＣ 

 

ＰＣ，プ

ロジェク

ター 

実物投影

機 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

班用実験

計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

２０ｇのブロッコリーからより多くのＤＮＡを取り出す方法を班で考えよう。 

能動型学習（ポイント） 

評価：自然事象の科学的な思考・表現（ワークシート・発言） 
Ｂ基準 各操作の意図と既習内容や実験観察の基本操

作とを関連させ，各操作のコツを記入している。 

徹底指導（ポイント） 

【言語活動】（設定の意図） 
同じ考えの班の中で，自分

の意見を伝え，より操作の

性能を高めるために、根拠

を話し合う。 



５ 本時の学習（８／１０） 
（１）目標 

各操作の根拠を理解し，より効果的な方法を意識して操作しようとする。 

（２）展開 
過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
３分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

37分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

10分 

１ 本時の学習課題を把握す

る。 

 

 
 
 

２ 実験計画書を班で確認す

る。 

 

 

 

 

３ 実験を行う。 

(1) 実験計画をもとに，役割分

担をして実験を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実験手順を振り返り，操作

の条件や結果，改善点を記録

する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 次時の内容を把握する。 

○班別実験計画を基に，実験を行うことを確認する。 
 
 
 
 
【視点１，２】自律的に実験を行うように，実験計

画をもとに，資料や器具の準備を役割分担しながら

準備させる。 
○実験道具の基本操作を確認させる。 
【視点３】実験の手順と操作の根拠を掲示しておく。 

 

 

○班員で協力して，話し合いながら実験を進めさせ

る。 

○条件を変えて実験を同時に行う。 

Ａ基準 Ｂ基準に加え，その他の操作においても，採

取した資料のつぶし方 DNA 抽出液の混ぜ方，エタノ

ールの入れ方など，操作の根拠に基づき，制御して

行うことができる。 
〈Ｂ基準に達していない児童（生徒）への手立て〉 
○操作の根拠を直前に確認させ，ゆっくりと操作す

るように促す。また，他の班員にコツをアドバイス

させる。 
 
○計画に基づいて行った実験の結果より，より多く

ＤＮＡを取り出すことができるように，改善すべき

ところを書かせる。 
【視点１】それぞれの考えを出し合わせ，より良い

方法と根拠を考えさせる。 
【視点２】思考の流れがわかるように，班の実験計

画書の記録は消さないようにし，色ペンで加えてい

くようにする。 

○変更点は，１つだけに絞り，結果の有効性を明ら

かにできるようにする。 

 

 

○次時に各班の結果を比較して，より良い操作方法

を確認させる。操作の根拠等について振り返ること

を伝える。 

・提示装置 

 

 

 

 

 

・実験計画書 

 

 

 

 

 

 

・操作フラッシ

ュカード 

・各班に必要な

器具 

・DNA抽出液 

・冷やしたエタ

ノール 

 

・ｉｐａｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蛍光ペン 

 
 

 

【言語活動】（設定の意図） 
操作手順を随時確認できるように，

操作をしていない班員に注意点やア

ドバイスをさせる。 

能動型学習（ポイント） 

評価：技能（ワークシート・観察） 
Ｂ基準 各操作の根拠を理解し，より効果的な方

法を意識して操作しようとする。 

徹底指導（ポイント） 

学習課題 

２０ｇのブロッコリーからより大量のＤＮＡを取り出そう。 



５ 本時の学習（９／１０） 
（１）目標 

根拠に基づき，変更した点とそのまま実行する点を意識して，操作している。 

（２）展開 
過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
７分 
 

 

 

展開 

３８

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

５分 

１ 再実験への変更点を確認

する。 

 

 

 

２ 本時の学習課題を把握す

る。 

 

 
 
 

３ 再実験を行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実験手順を振り返り，操作

の条件等を記録する。  

 
 

 

【視点３】それぞれの根拠や変更点が班員全員が分

かるように，蛍光ペンでチェックさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○実験道具の基本操作を確認させる。 
【視点１】変更点を意識して実験できるように，技

能思考リーダーを中心に，指示をしたり，相談した

りしながら進めさせる。 

○実験の手順と意図を掲示しておく。 

 

 

○班員で協力して，話し合いながら実験を進めさせ

る。 

 
Ａ基準 Ｂ基準に加え，操作の変更できそうな点や新

たな気づきを実験中，実験後にメモできる。 
〈Ｂ基準に達していない児童（生徒）への手立て〉 
○変更点の根拠に特に注目させ，前回と操作が変わ

ることを意識させる。また，他の班員にコツをアド

バイスさせる。 
 
 
○実際に行った操作の条件を忘れないように記録さ

せる。 
○次時に各班の結果を比較して，操作のコツ等につ

いて振り返ることを伝える。 

・提示装置 

・実験計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・操作フラッシ

ュカード 

・各班に必要な

器具 

・DNA抽出液 

・冷やしたエタ

ノール 

 

・ＴＢＰＣ 

 

 

 
 

 
 
 
 

能動型学習（ポイント） 

評価：技能（ワークシート，班用ワークシート・観察） 
Ｂ基準 根拠に基づき，変更した点とその

まま実行する点を意識して，操作してい

る。 

徹底指導（ポイント） 

【言語活動】（設定の意図） 
改善点の操作の根拠を互いに話しな

がら，根拠通りに，正確に実験を行

わせる。 

学習課題 

再度考えた根拠に基づき、再実験し、より大量のＤＮＡを取り出そう。 



５ 本時の学習（１０／１０） 
（１）目標 

結果とその根拠を基に，本実験から分かったことを自分の言葉で書こうとする。 

（２）展開 
過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 
１０

分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

30分 

 

 

 

 

整理 

10分 

１ 学習課題を把握する。 

 

 

 

 

２ 前回の実験と再実験の結

果を比較し，分かったこと等

を班の実験計画書に記入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各班発表を行う。 

発表を聞いて，自班にない操

作方法等や根拠で，重要だと感

じたところをメモする。 

 

４  全体で，本実験で分かっ

たこと・分からなかったこと

をまとめて，おさえる。  
また，科学的な研究の効果的な

進め方について知る。 

  ・エタノール 
  ・濾過の件も 

 

 

 

 

 

○予め，再実験の写真データを印刷しておく。 

 

 

【視点２】結果と根拠を関連付けて，理論的に結論

を書かせる。 

○書き方がわからない班のために，「根拠の述べ方

表（ヒントカード）」を用意しておく。 

Ａ基準 Ｂ基準に加え，自分なりに考え，さらなる改善方法

等を明記している。 

〈Ｂ基準に達していない児童（生徒）への手立て〉 
○「結果のまとめ方・根拠の述べ方ヒントカード」を配付し，それを

手本として書かせる。 

 

 

○「既習内容と関連させ，実験を通して言えること」

「はっきり言えないこと」 

「花が咲いた様子や成長した様子」 

「他クラスの実験データから言えること」を補足す

る。 

 

【視点３】各班の結果をプロジェクターで映して，

他の班の結果と根拠を知り，自班の改善に役立てさ

せる。 

 

 

○結果が思わしくない時は，他クラスのデータも活

用できるようにパワーポイントでまとめて用意して

おく。 

○失敗データや検討過程で考えた別の方法に対する

価値づけを行う。 

特に，信憑性を高めるためのデータ量の必要性や科

学的手法に基づいて主体的に取り組んだ姿勢や意欲

の大切さを伝える。 

・班データ写真 

・ＰＣ 

・板書カード 

 

 

・ワークシート 

３５④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・iphone 

電子黒板 

実物投影機 

 
 
 
 
 
・パワーポ

イント 
 
 
 
・成長したブロッコリ

ー写真 
・３の５の変更後に成

果があった班のデータ 

 

【言語活動】（設定の意図） 
結果と操作の根拠を関連付けて、わ

かったことについて話し合わせる。 

徹底指導（ポイント） 

能動型学習（ポイント） 

評価：関心・意欲（ワークシート・観察） 
Ｂ基準 結果とその根拠を基に，本実験から分か

ったことを自分の言葉で書こうとする。 

学習課題 

より大量にＤＮＡを取り出すために，結果とその根拠を共有しよう。 


